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弊
社
か
ら
北
へ
約
６
km
。
藩
政
時
代
に
は
羽

州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
八
郎
潟
町
の

中
心
部
・
一
日
市
地
区
の
商
店
街
で
、
毎
年
8
月

18
日
～
20
日
の
夜
行
わ
れ
る
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財「
一
日
市
盆
踊
り
」。
４
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
と
さ
れ
、毛
馬
内（
け
ま
な
い
・
鹿
角

市
）、西
馬
音
内（
に
し
も
な
い
・
羽
後
町
）と
と
も

に
県
内
３
大
盆
踊
り
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

　
優
美
で
艶
麗
な
西
馬
音
内
盆
踊
り
、
ス
ロ
ー

テ
ン
ポ
な
念
仏
系
の
毛
馬
内
盆
踊
り
に
対
し「
一

日
市
盆
踊
り
」は
庶
民
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
雰

囲
気
が
特
徴
。
し
な
や
か
な
動
き
の「
三
勝（
さ

ん
か
つ
）」、
テ
ン
ポ
の
速
い「
き
た
さ
か
」「
で
ん

で
ん
づ
く
」の
３
種
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
期
間

中
の
毎
晩
８
時
か
ら
10
時
ま
で
、
揃
い
の
衣
装

の
老
若
男
女
が
踊
り
の
輪
に
参
加
す
る
。
そ
の

時
々
の
風
俗
や
世
事
を
取
り
込
ん
だ
仮
装
も「
一

日
市
盆
踊
り
」な
ら
で
は
の
楽
し
み
。
コ
ン
テ
ス

ト
も
開
催
さ
れ
、一
年
越
し
で
出
し
物
を
考
案
、

町
内
、職
場
単
位
で
参
加
す
る
踊
り
手
も
多
い
。

お問い合せ●八郎潟町産業振興班　TEL018-875-5803

故
郷
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秋田の心を醸
か も

す、蔵元通信
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季刊【藏】参拾八の巻

夏号

秋
田
三
大
盆
踊
り
の
ひ
と
つ
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
も
楽
し
い

一
日
市
盆
踊
り

ひ
と
い
ち



定
さ
れ
、
秋
田
味
噌
醤
油
統
制
㈱
が
購
入

し
た
約
５
・
５
ト
ン
の
味
噌
を
貯
蔵
す
る

命
を
受
け
ま
す
。
そ
の
通
達
文
書
の
中
に

は
、
一
般
用
と
明
確
に
区
別
し
容
器
に
非

常
用
と
表
示
す
る
こ
と
。
こ
の
保
管
品
は

毎
月
の
出
荷
品
と
交
換
し
、
腐
食
・
欠
減

等
の
防
止
を
図
る
こ
と
な
ど
の
旨
が
記

さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

小
玉
醸
造
物
語
⑰

醸
造
場
を
、
半
分
以
下
の
約
3
2
0
0
場

に
統
合
す
る
動
き
が
始
ま
り
ま
す
。

　
弊
社
が
属
す
秋
田
税
務
署
管
内
に
お

い
て
も
、
25
業
者
を
1
会
社
に
統
合
す
る

方
式
が
提
唱
さ
れ
調
整
が
始
ま
り
ま
す
。

弊
社
も
そ
の
流
れ
に
従
う
予
定
で
し
た

が
、
味
噌
醤
油
部
門
と
の
分
割
が
難
し
い

こ
と
、
国
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
、

酒
粕
を
原
料
と
し
た
カ
ス
ト
リ
焼
酎
を

利
用
し
た
事
業（
大
成
酒
造
株
式
会
社
／

昭
和
16
年
創
業
）の
育
成
が
必
要
な
こ
と

だ 

よ 

り

小
玉
醸
造
129
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
【
昭
和
編 

そ
の
11
】

　
戦
争
の
影
響
を
最
初
に
受
け
た
の
が

清
酒
製
造
部
門
で
し
た
。
戦
時
下
で
は
酒

類
は
贅
沢
品
と
さ
れ
、
清
酒
の
原
料
で
あ

る
米
は
主
食
用
が
最
優
先
。
な
に
よ
り
軍

需
用
と
し
て
振
り
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
弊
社
で
も
年
が
進
む
に
つ
れ
生

産
・
出
荷
量
が
減
少
。
昭
和
18
年
に
は
最

盛
期
の
1
／
５
に
ま
で
激
減
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
大
蔵
省
が
「
清
酒
製
造
業

企
業
整
備
要
綱
」を
酒
造
組
合
中
央
会
に

通
達
。
当
時
全
国
で
約
6
8
0
0
あ
っ
た

戦
争
中
も
秋
田
税
務
署
管
内
で
唯
一
単
独
経
営
を
貫
く

か
ら
は
オ
ー
ト
三
輪
1
台
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
清
酒
の
出
荷
量
が
減
少
す
る
の
と
は

対
照
的
に
、
生
活
必
需
品
で
あ
る
味
噌
醤

油
の
原
料
調
達
は
優
先
的
に
行
わ
れ
、
開

戦
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ
量
を
生
産
し
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
昭
和
20
年
4
月
に
は

弊
社
工
場
が
非
常
用
味
噌
貯
蔵
場
に
指

な
ど
か
ら
、
戦
時
中
も
管
内
で
唯
一
単
独

経
営
を
貫
き
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　　
す
べ
て
の
こ
と
が
国
の
統
制
下
に
あ

っ
た
時
代
。
戦
況
益
々
厳
し
く
な
る
に
つ

れ
、
弊
社
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
昭
和
19
年
に
は
、
昭
和
初
期

か
ら
羽
後
飯
塚
駅
を
中
心
に
貨
物
業
務

を
行
っ
て
き
た
飯
塚
運
送
㈱
が
日
本
運

送
㈱
と
合
併
。
そ
の
業
務
を
委
譲
し
ま
す
。

一
方
、
同
年
に
は
秋
田
県
警
本
部
の
指
導

に
よ
り
、
県
内
の
自
家
用
自
動
車
お
よ
び

荷
牛
馬
車
で
輸
送
部
隊
を
組
織
す
る
こ

と
に
。
平
時
は
、
訓
練
、
車
両
整
備
、
業
務

の
効
率
運
営
に
力
を
注
ぎ
、
緊
急
時
に
は

部
隊
行
動
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
弊
社

国
策
に
よ
り

味
噌
醤
油
の
醸
造
を
最
優
先

01

つ
い
に
第
2
次
世
界
大
戦
に
突
入
。

原
料
統
制
、企
業
整
備
、非
常
用
味
噌
の
保
存
・
調
達
…
。

す
べ
て
が
国
策
の
下
、執
り
行
な
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。

小学校の体操の様子。場所は現在の八郎潟ハイツ付近。国民服姿の大人は先生であろうか。
時勢を感じさせる一枚でもある。

小玉友吉をかこみ取引先で撮影したと思われる一枚。
戦時中は日本酒の醸造量が激減する。

左から渡辺ツネ（友吉五女）、小玉順一郎（前・会長）、
小玉リヨ、小玉正巳（友吉三男）。昭和10年頃と思われる。

上の写真と同じ日に撮影したもの。右が小玉正巳。後ろに
見えるのは、日本運輸と合併する飯塚運輸（株）の倉庫。



の
。土
台
か
ら
屋
根
裏
ま
で
貫
く
約
15
ｍ

の
通
柱
は
、樹
齢
4
0
0
年
余
の
天
然
秋

田
杉
。
縁
側
の
床
材
も
ま
た
天
然
秋
田

杉
で
、
16
・
3
ｍ
の
一
枚
板
を
11
枚
連
ね
て

い
る
。
圧
巻
は
1
階
の
広
間
。
通
常
は
襖

で
4
つ
の
部
屋
に
区
切
ら
れ
て
い
る
が
、

中
央
の
柱
を
抜
き
取
る
と
40
畳
の
大
広

間
が
出
現
。
ほ
か
に
も
、
世
界
三
大
銘
木

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
鉄
刀
木（
た
が
や
さ

ん
）を
用
い
た
床
の
間
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

調
の
階
段
室
な
ど
、大
正
3
年
に
こ
の
地

を
襲
っ
た
地
震
の
教
訓
か
ら
、
宮
大
工
を

京
都
に
派
遣
。
耐
震
構
造
を
学
ば
せ
、
約

3
年
の
年
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
も

の
だ
。

07 06

現
在
の
当
主
で
16
代
目
。

秋
田
を
代
表
す
る
旧
家

　
豊
穣
の
大
地
を
醸
す
雄
物
川
の
中
流

域
。
美
田
広
が
る
強
首（
こ
わ
く
び
）地

区
に
あ
っ
て
、
鎮
守
の
森
と
見
ま
ご
う

ほ
ど
の
樅
の
大
木
に
包
ま
れ
た「
樅
峰
苑

（
し
ょ
う
ほ
う
え
ん
）」。
北
東
北
で
唯
一
、

全
国
で
も
30
軒
ほ
ど
し
か
な
い
と
い
う

登
録
有
形
文
化
財
の
温
泉
宿
で
あ
る
。

　
宿
の
主
で
あ
る
小
山
田
家
は
、
江
戸

時
代
初
期
か
ら
秋
田
藩
の
要
職
を
務
め

て
い
た
家
柄
。
か
つ
て
は
4
5
0
h
a
も

の
田
畑
を
所
有
す
る
豪
農
で
も
あ
っ
た
。

現
在
の
建
物
は
、
12
代
目
の
小
山
田
治

右
衛
門
が
大
正
6
年
に
完
成
さ
せ
た
も

よ
も
や
ま
見
聞
録

増
。
県
内
外
に
一
挙
に
そ
の
存
在
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

平
成
に
な
り
明
さ
ん
が
経
営
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
、同
業
の
先
輩

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
建
物
本

来
の
良
さ
を
活
か
し
た
営
業
ス
タ
イ
ル

へ
移
行
。
平
成
4
年
に
現
在
の
名
称
に

改
変
。「
日
本
秘
湯
を
守
る
会
」の
宿
と

し
て
の
推
挙
も
受
け
、
そ
の
魅
力
を
楽

し
め
る
宿
へ
の
転
進
を
図
っ
て
き
た
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
新
し
い
源
泉
を

求
め
旅
館
敷
地
内
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
た

と
こ
ろ
地
下
8
0
0
m
に
湯
脈
を
発
見
。

毎
分
2
4
6
リ
ッ
ト
ル
が
自
噴
す
る
豊

富
な
お
湯
を
利
用
し
、
今
年
3
月
に
は

中
庭
に
総
檜
造
り
の
露
天
風
呂（
２
ヶ

所
）を
新
設
。
さ
ら
に
、
内
風
呂
の
改
修
、

個
室
客
室
の
増
築
も
行
っ
た
。「
温
泉
は

加
水
、
加
熱
な
し
の
源
泉
１
０
０
％
。
泉

質
は
強
塩
泉
。
施
設
的
に
ま
だ
ま
だ
改

良
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、
登
録
有
形

宿
の
営
業
は
昭
和
41
年
か
ら
。

今
春
・
露
天
風
呂
も
登
場

　
歴
代
の
当
主
は
、
村
長
、
町
長
、
県
会

議
員
、
代
議
士
な
ど
も
務
め
た
ま
さ
に
、

地
元
の
名
士
で
あ
っ
た
が
、
15
代
目
で

あ
っ
た
明
さ
ん
の
父
が
昭
和
41
年
に
39

歳
で
急
逝
。
大
黒
柱
を
失
っ
た
妻
・
槇
子

さ
ん
が
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
日
帰

り
主
体
の
温
泉
施
設「
強
首
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
」を
開
業
し
た
の
が「
樅
峰
苑
」の
始

ま
り
だ
。「
父
が
逝
去
し
た
後
、
親
族
会

議
を
開
き
当
時
空
き
家
だ
っ
た
こ
の
家

を
改
修
。
営
業
を
始
め
た
の
で
す
が
地

域
の
人
々
に
す
れ
ば
敷
居
が
高
く
、
母

も
素
人
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
け
に
苦
労

の
連
続
で
し
た
」。

　
そ
の
後
、
口
コ
ミ
で
存
在
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
お
客
さ
ん
も
徐
々

に
増
加
。
特
に
、
昭
和
58
年
に
秋
田
空
港

が
完
成
す
る
と
、
空
港
見
学
、
利
用
の
途

中
に
立
ち
寄
る
県
南
の
お
客
さ
ん
が
倍

文
化
財
な
ら
で
は
の
適

度
な
緊
張
感
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
」と

16
代
目
当
主
の
明
さ
ん
。

　
雄
物
川
特
産
の
川
ガ

ニ
料
理
や
鯉
料
理
、
名

物
田
舎
料
理
な
ど
、
地

の
特
産
を
生
か
し
た
味

と
と
も
に
、
旅
館
を
創

業
し
た
大
女
将
と
明
さ

ん
夫
妻
の
人
柄
の
良
さ

も
魅
力
だ
。

●秋田県大仙市強首字強首268　●電話0187‐77‐2116
●泉／ナトリウムー塩化物食塩泉
●効／神経痛、筋肉痛、リウマチ、慢性皮膚病ほか
●泊／1泊2食14,010円～〔12～3月は11,700円〕、
　　　日帰り入浴500円〔11:00～15:00／食事可〕
http://www.syohoen.net/

小
山
田
明
さ
ん 

裕
子
さ
ん

大
仙
市
・
強
首
温
泉

　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
ほ
う
え
ん

「
樅
峰
苑
の
ご
主
人
」の
お
話

こ
わ
く
び

北
東
北
で
唯
一
の
登
録
有
形
文
化
財
の
温
泉
宿

1階40畳の大広間。2階天井裏にある
機械を操作すると中央の柱をはずすことができる。

縁側の床は天然秋田杉。
16,3ｍもの一枚板を11枚連ねたものだ。

↑樅の大木を望む総檜造
りの露天風呂(2ヶ所)は
宿泊者の貸切専用。

→川ガニのカニ味噌焼き、
鯉の甘露煮、川エビの塩
辛など、雄物川流域なら
ではの味が楽しめる。

ルネッサンス調の階段室

大正6年の竣工当時そのままのたたずまい。
日本秘湯を守る会会員の宿でもある。
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蔵
元
探
訪
1
0
0
0
回
以
上
。
自
ら
が
蔵
元
で
買
い
付
け
た
日
本
酒
と
、

明
石
・
淡
路
の
魚
介
類
で
今
宵
も
一
献
。
酒
肴

啄
の
ひ
と
時
を
堪
能
す
る

　「
若
い
頃
は
日
本
酒
だ
け
が
飲
め
ん
か
っ
た
ん
で
す
」と
笑
う
大
久

保
富
士
郎
さ
ん
。
今
回
紹
介
す
る
２
軒
の
ほ
か
、
東
京
で
も
直
営
店
を

営
業
す
る
糀
屋
酒
店
グ
ル
ー
プ
の
代
表
だ
。
以
前
は
洋
酒
を
手
が
け
る

商
社
マ
ン
。
拡
販
出
張
先
の
北
陸
で
偶
然
出
会
っ
た
某
蔵
元
の
酒
に
心

酔
。
心
身
舞
う
が
ご
と
く
日
本
酒
の
世
界
に
引
き
こ
ま
れ
、
会
社
勤
め

の
傍
ら
日
本
酒
専
門
の
居
酒
屋
な
ど
で
修
行
。
平
成
元
年
、
30
才
の
時

に
脱
サ
ラ
し
、
神
戸
・
夙
川
で
最
初
の
居
酒
屋
を
開
店
す
る
。
頃
を
同
じ

く
し
て
全
国
の
蔵
元
探
訪
も
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
に
1
0
0
0
回
以

上
の
蔵
元
行
脚
を
重
ね
て
い
る
。
店
で
提
供
す
る
酒
は
、
す
べ
て
蔵
元

に
出
向
き
、
大
久
保
さ
ん
自
身
が
利
き
、
直
接
仕
入
れ
て
き
た
も
の
。
年

を
追
う
ご
と
に
仕
入
れ
量
も
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、小
売
酒
販
免
許
も
取
得
。

自
社
並
び
大
久
保
さ
ん
の
意
を
継
ぐ
系
列
店
の
仕
入
れ
、管
理
を
行
っ
て
い
る
。

「
最
初
の
頃
は（
蔵
を
訪
ね
て
も
）ロ
ク

に
話
も
で
き
な
い
状
態
で
す
わ
。
蔵
の
中
に

入
る
な
ん
て
夢
の
ま
た
夢
。
3
年
、
5
年
通
っ
て
よ
う
や
く

取
引
き
と
い
う
蔵
元
さ
ん
も
珍
し
く
な
い
で
す
よ
」。
日
本
酒
業
界
の
風

雲
児
と
も
称
さ
れ
る
大
久
保
さ
ん
だ
が
、そ
れ
も
ひ
と
え
に
過
去
20
年
間
の

実
績
と
熱
い
想
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
蔵
元
で
完
成
、
出
荷
し
た
瞬
間
の
状
態

を
保
つ
た
め
に
、
仕
入
れ
た
お

酒
は
す
べ
て
暗
所
、
マ
イ
ナ
ス

5
度
の
状
態
で
保
管
。「
日
本

酒
を
、
で
き
る
だ
け
安
く
、
敷

居
も
低
く
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
日
本
酒
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」と
い
う
も
の
変
わ
ら

ぬ
モ
ッ
ト
ー
だ
。

【
住
吉 

吟
座  

亥
炉
葉
門
】

淡
路
・
明
石
な
ど
近
海
の
魚
介
類
を
炉
辺
で
焼
き
な
が
ら

大
吟
醸
、
吟
醸
酒
を
し
っ
と
り
楽
し
む

　
閑
静
な
住
吉
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
た
た
ず
ま
い
。
し
っ
と
り
大
人
の
雰
囲

気
も
心
地
良
い
。
店
長
の
今
川
さ
ん
の
包
丁
も
冴
え
る
魚
介
料
理
は
、
淡
路

や
明
石
産
が
中
心
。
獲
れ
た
て
の
魚
介
類
を
漁
師
さ
ん
直
々
に
届
け
て
く
れ

る
の
だ
と
い
う
。
カ
ウ
ン
タ
ー
、テ
ー
ブ
ル
席
の
ほ
か
、
奥
に
は
囲
炉
裏
も
あ

り
、魚
介
類
を
焼
き
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。お
酒
は「
純
米
大
吟
醸

游
神
･
生
」、「
純
米
吟
醸
　
津
月
・
生
」に
代
表
さ
れ
る
大
吟
醸
、
吟
醸
な
ど

を
中
心
に
、ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
状
態
で
楽
し
め
る
酒
を
提
供
す
る
。

【
三
宮 

酒
糀
家
】

オ
ー
ナ
ー
あ
つ
ら
え
の
特
別
本
醸
造
、
吟
醸
系
を
中
心
に

手
頃
な
予
算
で
、
佳
味
、
良
酒
を
堪
能
で
き
る

　
神
戸
最
大
の
繁
華
街
、
三
宮
・
東
門
街
近
く
に
あ
る
こ
ち
ら
の
テ
ー
マ
は
、

「
良
酒
を
よ
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
」こ
と
。
オ
ー
ナ
ー
手
造

り
、
槽
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
テ
ー
ブ
ル
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
や

若
者
が
多
い
の
も
特
徴
だ
。
お
酒
は
特
別
本
醸
造
や
手
頃
な
吟
醸
系
が
中
心
。

「
飲
み
あ
き
な
い
本
醸
造
に
こ
そ
日
本
酒
の
面
白
み
が
あ
り
ま
す
。
吟
醸
・
純

米
ば
か
り
が
日
本
酒
で
は
な
い
の
で
す
」と
大
久
保
さ
ん
。亥
炉
葉
門
同
様
に

魚
介
類
は
淡
路
・
明
石
産
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
な
ら
で
は
の
斬
新
な
料
理
と
の
出

会
い
も
楽
し
み
だ
。

太
平
山
が
飲
め
る      

お
店

お
すす
め

〈
特
別
編
〉 

神 

戸
神
戸
出
身
の
大
久
保
さ
ん
。

仕
込
み
の
頃
に
は

全
国
の
蔵
元
を
行
脚
す
る

↓木の存在感あふれる調度品
はオーナー手造り。造り酒屋の
作業所を彷彿とさせる

酒糀家
　●
コパン

●
すき家

● 生田新道
●

ローソン

東急ハンズ
●　　

●
生田神社

さむらい
●

JR三ノ宮
駅

阪急三宮 三宮
JR東海道

本線 ポ
ー
ト

ラ
イ
ナ
ー

阪急神戸
線

西宮

▲

▲明石

ベネトン

三宮  酒糀家
お酒・予算
太平山  純米吟醸  澄月	 900円（一合）
太平山  生酉元純米  神月	 420円（一合）
＊お酒込みの1人当たりの目安
	 3000〜3500円
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

兵庫県神戸市中央区中山手通1-3-4-B1F 
TEL078-322-3014 
営業時間／18:00 〜24:00
定 休 日／日曜

亥炉葉門

ファミリー
マート

●TSUTAYA
●

住
吉
コ
ー
プ

み
な
と
銀
行
●

住吉駅

リブ・シーア

JR東海道
本線

六甲ライナー

西宮

▲

▲三宮

住吉  吟座  亥炉葉門
お酒・予算
太平山  純米大吟醸  游神･生	1000円（5勺）
太平山  純米吟醸  津月・生	 630円（5勺）
＊お酒込みの1人当たりの目安	 4500円
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

兵庫県神戸市東灘区住吉本町1-1-18-1F 
TEL078-822-4044
営業時間／17:30〜24:00
　　　　  （23:30ラストオーダー）
定 休 日／無休

↑鮮度もアイディアも
抜群の料理の数々

↑上質で居心地の良い店内
→囲炉裏で魚介類を焼きながら
お酒が楽しめる

◆
住
吉  
吟
座 

亥い

炉ろ

葉は

門も
ん  

◆
三
宮  

酒さ  

糀か  

家や

神

戸

に

こ

の

店

あ

り

と

言

わ

し

め

た

糀

屋

酒

店

の

直

営

店

●糀屋酒店　http://www.shukou.com/Koujiya-sake/
08

酒菜家スタッフ。若くても日本酒の
情報は豊富。「太平山オススメです!」



　
夏
の
男
鹿
半
島
を
代
表
す
る
味

と
い
え
ば
サ
ザ
エ
。
半
島
内
の
主
な

観
光
地
に
あ
る
売
店
・
食
堂
の
店
先

で
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
サ
ザ

エ
の
壺
焼
き
が
売
ら
れ
て
い
る
。
男

鹿
市
に
あ
る
秋
田
県
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
の
杉
山
秀
樹
所
長
に
よ
る
と
、

秋
田
県
内
で
は
年
間
90
ト
ン
前
後
の

サ
ザ
エ
が
水
揚
げ
さ
れ
る
が
、
そ
の

２
／
３
以
上
が
男
鹿
産
。
す
べ
て
天

然
物
で
主
に
刺
網
に
よ
り
収
穫
さ
れ

る
と
い
う
。
旬
は
摂
食
行
動
が
活
発

化
す
る
夏
。
市
場
に
流
通
し
て
い
る

の
は
主
に
３
～
４
年
モ
ノ
。
湘
南
あ

た
り
の
屋
台
で
は
、一
度
身
を
取
り

出
し
適
度
な
大
き
さ
に
切
っ
た
サ
ザ

12

理
レ
シ
ピ
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
物

の
味
を
食
卓
に
出
す
こ
と
が
台
所
を
預
か

る
主
婦
の
務
め
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
静

岡
県
／
磯
部
様

ほ
か
に
、
兵
庫
県
の
平
出
様
か
ら

も
丁
重
な
お
礼
の
手
紙
を
い
た

だ
き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
料
理
好
き
の
男
性
か
ら

の
ご
応
募
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地
を
訪
ね
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば「
小
玉
醸
造
物
語
」に
紹
介

さ
れ
て
い
た
開
得
寺
を
訪
ね
た
い
と
思
い

ま
す
。
案
内
図
な
ど
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
手
県
／
若
江
様

弊
社
か
ら
車
で
３
分
ほ
ど
で
す
。

蔵
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

社
の「
し
ろ
し
ょ
う
ゆ
」を
使
っ
た

お
汁
を
秋
田
で
ご
馳
走
に
な
り
、お

い
し
か
っ
た
の
で
、
私
も
作
っ
て
お
り
ま
す
。

具
は
銀
ム
ツ
、
ま
い
た
け
、
豆
腐
な
ど
。
家

人
や
お
客
様
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

福

島
県
／
石
川
様

ぜ
ひ
作
り
方
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

お
葉
書
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

菜
、魚
な
ど
食
料
品
の
多
く
が

輸
入
品
。
何
か
味
気
な
く
悲
し
い
…
。

出
来
る
こ
と
な
ら
地
物
を
食
べ
た
い
。多
少

だ
が
、田
舎（
秋
田
県
旧
比
内
町
）か
ら
送
ら

れ
て
く
る
米
・
野
菜
が
本
当
に
美
味
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。 

東
京
都
／
畠
山
様

農
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
る
秋
田
県

で
も
、都
市
部
の
郊
外
や
農
村
部
に

多
く
点
在
す
る
産
直
施
設
が
大
人
気
。
新

鮮
で
廉
価
、
し
か
も
生
産
者
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
の
で
信
頼
度
も
高
く
安
心
、
安

全
。
農
家
以
外
で
も
、地
元
農
産
物
を
手
軽

に
購
入
で
き
る
私
た
ち
秋
田
人
は
、
と
っ
て

も
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

行
の
途
中
に
寄
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

蔵
を
守
っ
て
い
る
方
々
の
す
ご
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
当
地
で
貴
社
の「
し
ろ

し
ょ
う
ゆ
」に
出
合
っ
て
以
来
フ
ァ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
煮
物
、
合
え
も
の
の
味
も
ス
ッ

キ
リ
し
ま
す
。 

東
京
都
／
宮
関
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実
は

「
し
ろ
し
ょ
う
ゆ
」は
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
お
客
様
が
多
い
隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

地
元
秋
田
で
は
、
野
菜
の
浅
漬
け
用
と
し

て
お
使
い
い
た
だ
く
お
客
様
も
多
い
よ
う

で
す
。秋
田
名
物
の
稲
庭
饂
飩
の
つ
ゆ
、茶

碗
蒸
し
、
根
菜
類
の
煮
付
け
な
ど
、
素
材

の
色
を
活
か
し
た
い
料
理
に
も
最
適
で
す
。

号
楽
し
く
読
ま
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
桜
の
頃
秋

田
へ
行
き
、御
社
も
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

神
奈
川
県
／
浅
見
様

今
年
は
花
暦
が
2
週
間
ほ
ど
早
く

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。た
だ
し
、一

気
に
春
が
来
た
分
、
今
年
は
例
年
に
な
く

春
の
花
が
美
し
い
年
で
し
た
。
秋
田
で
の

桜
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 酒菜

探訪
あきたの味

季
刊【
藏
】参
拾
八
の
巻

エ
の
身
を
殻
に
入
れ
て
焼
く
ス
タ
イ

ル
が
一
般
的
だ
が
、
男
鹿
の
サ
ザ
エ
は
、

殻
ご
と
火
に
掛
け
醤
油
や
日
本
酒
な

ど
を
加
え
て
焼
く
野
趣
あ
ふ
れ
る
ス

タ
イ
ル
。
温
暖
地
の
サ
ザ
エ
に
比
べ

る
と
や
や
小
型
の
も
の
が
多
い
と
い

う
が
、
美
味
し
さ
は
引
け
を
と
ら
な

い
。
な
に
よ
り
値
段
の
安
さ
が
魅
力

で
、
半
島
内
の
直
売
所
、
鮮
魚
店
な

ど
で
は
土
産
用
の
活
サ
ザ
エ
が
１
個

50
円
〜
70
円
前
後
で
販
売
さ
れ
て
い

る
。
新
鮮
な
サ
ザ
エ
は
身
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
先
に
あ
る
ウ
ロ（
肝

臓
）も
ま
た
珍
味
。
大
き
目
の
も
の
は

刺
身
、
水
貝
な
ど
に
調
理
し
て
も
美

味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

磯
の
香
り
あ
ふ
れ
る
、夏
の
男
鹿
半
島
の
風
物
詩

型
は
小
さ
く
て
も
味
は
抜
群
。庶
民
的
な
値
段
も
ま
た
魅
力

広場

料

貴

サザエの
つぼ焼き

■
表
紙
の
人

今
月
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
三
種

町（
旧
山
本
町
）出
身
の
伊
藤
俊
子

さ
ん
。
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
入
社

4
年
目
。
現
在
は
、食
品
部
で
主
に

味
噌
の
充
填
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

住
ま
い
は
弊
社
と
同
じ
飯
塚
地
区

に
あ
り
、自
転
車
で
5
分
ほ
ど
の
距

離
と
か
。
主
婦
で
あ
り
、
長
女〈
中

1
〉長
男〈
小
5
〉の
お
母
さ
ん
で
も

あ
る
伊
藤
さ
ん
の
楽
し
み
は
、長
男

と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。「
徐
々
に

早
く
な
る
ボ
ー
ル
に
怖
く
も
あ
り

嬉
し
く
も
あ
り
…
。
で
も
、
ま
だ
も

う
少
し
は
楽
し
め
る
か
な
」と
思
う

伊
藤
さ
ん
な
の
で
す
。

旅

御

野

秋
田
自
動
車
道

羽
後
飯
塚

奥
羽
本
線

大
久
保

秋田▼

能代▲

能代▲
五城目▲

昭和
男鹿半島IC▲

男
鹿

7

7
285

101

小
玉
醸
造
●

開得寺

毎


